
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 八田中学校 

 ℡0773-44-0024 
 

八田中学校の「校風」 

    ☆ 元気にあいさつ 

    ☆ まじめに頑張る 

     ☆ 一丸になる 

頑張る八田中生！ 
○令和 7 年度 中学生の「税についての作文」 

 京都納税貯蓄組合総連合会会長賞 

  渡邊こと 「税は悪？」 

 京都府中丹広域振興局長賞 

  鍋師花歩 「日本人は、なぜ税を嫌うのか。」 

 

○第 13 回小論文グランプリ 

 B 分野優秀賞 

  四方美音 「歌が響く」  

全市一斉声かけの日（あいさつの日）  

 11 月 18 日（火）は、全市一斉声かけの日で

した。早朝より、生徒への声かけありがとうご

ざいました。 

 また、公開授業とし、人権学習や教科の学習

の様子を参観していただきました。 

 

秋から冬へ、そして春には             
 気が付けばグラウンドの銀杏の木も葉を落とし、冬の木立の仲間

入りをしていました。忙しかった「表現の２学期」でしたが、八田

中祭（体育祭・文化祭）では集団の表現に、そして小論文・作文・

ポスター・絵画などでは個人の表現にチャレンジし、レベルアップ

や自覚していなかった力への気づきなど成長が見られました。また

３年生は受験に向けての面接練習を繰り返し、行事や個人作品の制

作とは異なる自己表現の場を経験しています。 

積み重ねていく「平和と戦争」の学習 

さて、この２学期には学校外の皆様のお力をお借りして子どもた

ちは新しい世界への扉を開くことができました。３年生の国語の授

業で行った「綾部市遺族会の方による講話」と「綾部世界連邦運動

協会の皆様と地域の皆様にご参加いただいて実施したオピニオン交

流会」です。本校は時代を見据えて、「平和と戦争」についての学

習を始めました。これらの授業では、普段の教員の授業とは違った

緊張感が見られました。また、中学生だけではできない濃い話し合

いにより、「平和と戦争」に対する新しい視点や自分の役割につい

て気付いたようです。以下、生徒の感想の一部を紹介します。 

                   

 

 

 

 

私もあなたも“パッサー” 

今年もあと１週間となりました。保護者の皆様、地域の皆様のご

理解とご協力により子どもたちと共に無事１年を終えることができ

ました。感謝の気持ちを込めて、１年を振り返ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パッサーとは、「過去から受け取った価値や営みを自分なりに受け

止め、次の世代へと手渡す存在」のことを言います。「平和と戦

争」に関する生徒の感想にあるように、私たちは誰もがパッサーで

あり使命を持っています。来年も、自分のできることを精一杯行

い、協力して真面目に取り組む八田中の生徒と共に学んで参りま

す。どうぞ穏やかな年末年始をお過ごしください。そして、来年も

よろしくお願いいたします。      校長  小林 孝伊 

 

薬物乱用防止教室  

 11 月 28 日（金）に、綾部警察署の岩崎スク

ールサポーターを講師としてお招きし、薬物乱

用防止教室を行いました。大麻やゾンビタバコ

（エトミデート吸引）等の薬物乱用などの犯罪

に手を染めないことはもちろんのこと、SNS 等

で発信される情報の不確かさと危険性について

も学びました。 

ふるさと学習「合気道体験」  

 12 月１日(月)に、ふるさと学習の一環とし

て、3 年生が綾部発祥の合気道を体験しまし

た。綾部市の合気道協議会から５名の方に講師

として来校いただきました。受け身や技の体験

に加え、礼儀作法や相手に対する思いやりの気

持ちなど、大切にすべき心の持ち様などについ

ても教えていただきました。限られた時間の中

ではありましたが、生徒たちは熱心に取り組

み、貴重な体験の機会となりました。 

◇大人の方と話をして、価値観は人それぞれ違うから「平和」に対する

考え方が違うのは当然だと気が付いた。だから自分の考えだけでは「平

和」には届かないのだと思う。 

◇国語で戦争について学習した私には、ある意味「戦争について考え

たり発信したりする使命」が与えられたのだと思う。 

◇２月 早朝 4:00過ぎに積雪と八田地区停電 

◇３月 山菜祭り「地域の会議」に生徒９名参加 

◇４月 入学式翌日に避難訓練実施  １年生算数診断テスト実施 

◇５月 1,2 年生万博へ  市の英語検定取組終了→GTEC導入 

◇６月 18日にWBGT(暑さ指数)が今年初めて 31℃を超える 

      登校時間帯に雷雨→生徒自身による雷レーダー確認体験 

◇７月 4 日に今年初めての熱中症警戒アラート発表 

      ３年生教室エアコン故障 

◇９月 オーストラリアからのホームステイ 

◇10月ナニコレ珍百景に本校出演 



生徒会役員選挙の取組  

 

 12 月８日（月）生徒会役員選挙では９名の候補者による立会演説会を行い、 

投票を行いました。放課後には選挙管理委員会による開票作業が行われ、 

９日（火）の朝、新役員の発表がありました。 

 どの候補も、あいさつまわりや立会演説会で堂々と自分の思いを伝えました。 

「魅力ある学校」にするための具体的な取組や大切にしたいことを一生懸命に 

伝える姿に感心しました。新役員のみなさんはこれから、多くの場面で様々な 

発信をすることになります。今後はそれぞれが選んだ情報発信の仕方や伝え方 

にこだわりプレゼンテーション能力を高めていってほしいと思います。新役員 

のみなさんの活躍を期待しています。選挙管理委員もその役割をしっかりと果 

たしました。投票に際しては、綾部市から実際の投票箱と記載台を借用し、投 

票の重要性や民主的な組織の決定についても学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月の行事予定 ※あくまでも予定ですので、変更する場合もあります。変更の場合は別途連絡します。 
  

日 曜 完全下校 日 曜 完全下校

1 木 18 日

2 金 19 月 16:30

3 土 20 火 16:30

4 日 21 水 12:00（３年）

16:10（１,２年）

5 月 22 木 12:00（３年）

16:30（１,２年）

6 火 23 金 16:30

7 水 24 土

8 木 12:30 25 日

9 金 16:30 26 月 16:30

10 土 27 火 16:30

11 日 28 水 16:10

12 月 29 木 16:30

13 火 16:30 30 金 16:30

14 水 16:10 31 土

15 木 16:30

16 金 16:30

17 土

行　　事

3年生学習会

学年末テスト（３年）

第3回いじめアンケート　防災学習　令和7年度PTA本部役員会

行　　事

学年末テスト（３年）

学年末テスト（３年）　職員会議

新生徒会役員リーダー学習会　3年生学習会

授業参観日　PTA学年委員選出会議（現１・２年）

中学生“みらい”会議（2年生）成人の日　家族そろってたこ揚げ大会10：00

身体測定

学級・専門委員会

始業式　PTAあいさつ運動の日

給食開始　第６回復習テスト（３年）

新生徒会役員リーダー学習会　3年生学習会

【２月の主な予定】
５日（木）　令和７年度PTA合同委員会（紙面）

６日（金）　キャリア教育講演会（1年生）　漢検

10日（火）　私立高校入試

16日（月）　公立高校前期選抜

25日（水）～27日（金）

　　　　　　 学年末テスト（１、２年）

年末年始休業日

年末年始休業日

 

学校のホームページを開設しています。行事や連絡事項の確認にご活用ください。 
 URL https://www.kyoto-be.ne.jp/yata-jhs/cms/ 

令和８年（第 80 期）役員 

会  長 渡邊  萌音 

副 会 長 酒井  菜津 

議  長 鈴木  颯真 

庶  務 村澤 音々花 

美化風紀 畠山  若菜 

文化報道 松田  昊雅 

保  体 能勢  陽向 

図  書 岩田 陽菜乃 

障がい者理解学習  

 

 12 月２日(火)に、京都府聴覚障害者協会綾部支部の小原様、綾部市聴覚言語障害者支援 

センターの今西様、あやべボランティア総合センターの石井様をお招きし、1 年生を対象に 

「聴覚に障害がある方の理解を深めるための学習」を実施しました。聴覚障害理解学習や難 

聴体験を通して、聴覚障害への理解を深めたり、意思疎通の方法を学んだりしました。 

 12 月 4 日(木)には、綾部市社会福祉協議会社協の家つどいの吉田様、あやべボランティ 

ア総合センターの渋谷様と塩見様をお招きし、２、3 年生を対象に「車いす利用者の理解を 

深めるための学習」を実施しました。車いす利用者への理解を深めること、体験を通して相 

手の立場に立つ視点を持つことを目的としての学習を行いました。体験に真剣に取り組む姿 

や感想からは、「自分が理解者になろう」という姿勢が感じられました。 


